
探求のたね 「専門図書館」

篠原 由美子

「藤本蚕業歴史館史料目録」所収の
文献書誌



「図書貸出簿」1928（S3）

※旧字体はすべて新字体で表記した。



企業内図書館か？

M20年頃，上田で「図書館をつくるべし」という意見が『郷友会誌』に掲載。

M32年に図書館令が発令され、各地で図書館が盛んにつくられるようになった。

M32年，金剛寺区図書館 創立

M33年，塩尻や浦里に図書館 創立

T12 上田市立図書館

[参考] 『生涯学習と文化活動』（上田市誌 近現代編5）p15-20，ｐ77-84.



4月15日
4月17日 長野県蚕業試験場報告
4月23日 家憲正鑑
5月2日 安全蚕育法

5月19日 進化論講和
5月19日 選定図書目録

4月15日
4月17日 善三
4月23日 彰二
5月2日 古畑

〇 蚕に関わる図書が多い
〇 修養に関わる図書もある
〇 図書目録もある

〇 覚書程度の名前の書き方



雑誌「大日本蚕糸会報目次」（1914）合冊

 T3, T5,T13  の冊子体の目次が綴じら
れている（279号 付録）

「大日本蚕糸会報」M25.4～

 NDLにあるが，欠号多。

「大日本蚕糸会」のHPで1号～247号
(M25-45)までがデジタルアーカイブ
で公開されている。

技術，経営，飼育，病気等が主だが，
俳句，狂句，俚謡，小品文の投稿欄が
ある。

後継誌「蚕糸界報」S3～



大日本蚕糸会 発行

雑誌「蚕糸界報」1939（S14）合冊製本



蔵書目録 藤本蚕業㈱ 1928（S3）年

蚕糸要鑑
顕微鏡及鏡査術式
顕微鏡用薬剤便覧
蚕種論
加除自在 現行法令大全
全国養蚕組合名鑑



蔵書目録 上田市立図書館 1930（S5）年

蔵書内訳の分類

第一門 事彙 叢書 随筆
第二門 宗教 哲学 教育
第三門 文学 語学
第四門 歴史 伝記 地誌

紀行
第五門 法律 経済 社会

統計
第六門 数学 理学 医学
第七門 蚕業
第八門 芸術 家事 兵事
第九門 児童図書
第十門 郷土誌料
第十一門 洋書



上田市図書館報第三号 1925（T14）年



上田市図書館報第三号 1925（T14）年

児童図書につきて

ガリバア旅行記
実になるまで
小学童話読本
エジプトから現代まで



専門図書館

公共図書館

学校図書館

大学図書館

国立図書館

専門図書館

企業図書館

医学図書館

病院図書館

薬学図書館

議会図書館

その他の図書館

刑務所図書館

1952（S27）年 専門図書館協議会，発足

特定の主題を収集，設置母体の構成員に限定されることが多い



① 官庁図書館の創設期 明治維新1868 ～ 内閣文庫の活躍期 1892（M25）頃
② 専門図書館の退潮期 1892（M25） ～ 1921（T10）頃まで 日清戦時体制で停滞
③ 民間諸機関の図書館創設期 T期 ～ S10（1935）年頃
④ 停滞期 S10 ～ S20（1945）
⑤ 復興期
⑥ ドキュメンテーション期

① 先行期 M初年 ～ M20年代（1925）
② 創成期 M20年代 ～ 第一次世界大戦
③ 発展期 第一次世界大戦 ～ S初期
④ 充実期 S初期 ～ S10年代前半
⑤ 停滞期 S10年代後半 ～ 第二次世界大戦

① 安政元年以降
② M15（1882）年以降
③ M27（1894）年以降
④ M34（1901）年以降
⑤ S9  （1934）年以降
⑥ S25（1950）年以降

弥吉光長

前川健一 （経済調査活動の観点から）

飯田賢一 （鉄鋼産業技術とドキュメンテーション）

出典：河島正光「専門図書館 日本」『図書館情
報学ハンドブック』丸善，1988，ｐ220.



企業図書館としての藤本蚕業の図書部の実態はど
のようなものであったか？

資料

収集

担当者

企業内における組織の在り方

会社への貢献

研究を支える資料群

雑誌の多さ

精力的な情報収集(量・速度）

選書リスト，書誌の収集


